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ェミニズム批評が 19 世紀および 20 世紀の小説を中心に展開する中で、当初はほとん
ど無視されていた。しかし、研究の進展とともに、シェイクスピア (William 
Shakespeare)やベン・ジョンソン(Ben Jonson)などの男性作家の陰に隠れて知られて
























熱 (passion) 」、「情動 (affection) 」といった基本概念の定義が行われる。初期近代イ
ングランドにおける「著者性 (authorship) 」の問題が提示され、メアリ・ロウスの伝
記が大まかに紹介されている。 
第 1 章、 “Voice between Speech and Silence: Sighs, Whispers, and Aposiopeses,” 
（「ことばと沈黙の間の声：ため息、ささやき、噸絶法」）では、ロウスや彼女に先行す
る、あるいは同時代の作家たち、フィリップ・シドニー (Philip Sidney) やシェイクス
ピアの作品に見られる、ため息やささやきなどの「サブヴァーバルな（言語下的、準言
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写は、シドニーの『アーケイディア』(Arcadia)、スペンサー (Edmund Spenser) の『妖精の























ャーロット・ブロンテ (Charlotte Brontë)、エミリ・ブロンテ (Emily Brontë)、ジョ





























変革し、新しい時代の文学、すなわち「鍵ロマン (roman à clef) 」、さらにリアリズム
小説への道を切り開いたのである。本論文はこのことを、膨大な一次資料および二次資
料を駆使し、さらに綿密な文体論的分析を行って実証した。 
 議論の根底には、20 世紀の文化人類学者ターナー (Victor Turner) の「境界性 
(liminality) 」や哲学者デリダ (Jacques Derrida)の「差延 (différance) 」の概念があ
るが、17 世紀の文学研究にこれらを援用するにあたり、いたずらに現代の理論に引き
ずられることなく、歴史主義に堅固に立脚して論を展開している。画一的なフェミニス












えていた。その後別室に移動し、午後 4時 30分から午後 6時過ぎまで、審査委員（学外審
査委員 3 名を含む 5 名）により、論文の全体および細部について詳細な質疑応答が行なわ
れた。その後の審査委員による協議の結果、委員全員の一致により、論文内容について合
格と認定された。 
 外国語（フランス語）については、同じく 1 月 24 日（金）午前 11 時から正午に筆答試
験が行なわれた。その結果、申請者は外国語についても充分な学力があると判断された。 
 以上を総合して、最終試験の判定を合格とした。 
 
